






































［3.14–17：ダーキニーたちによる供養］3.14cd ≈ 2.19cd, 3.15–16 ≈ 2.22–23


































ガルバの『ヴァジュラジュヴァーローダヤー』（Skt. Ms. fol. 173v2–179r3）に確認される。
4　以下に見る『理趣広経』の文言は全て、同経第 3 篇「吉祥最勝本初」第 11 章中の「極秘密一切瑜
伽儀軌」（D488, 241a1–243b2）に説かれるものである（『理趣広経』の章立ては田中 2010: 177 を参照）。
アーナンダガルバ注に従い、仮に科段を付すならば次の通り。
1. 導入（D488, 241a1–3. ˇ¥kå D 2512, i, 89a1–90a7）、2. アヌヨーガ（241a3–4. ˇ¥kå 90a7–b3）、3. 
サルヴァヨーガ（241a4–b1. ˇ¥kå 90b3–92a4）、4. ヨーガとアヌヨーガの観想法（241b1–2. ˇ¥kå 
92a4–b7）、5. サルヴァヨーガの観想法（241b2–4. ˇ¥kå 92b7–93a7）、6. マハーヨーガ（241b4–6. 
ˇ¥kå 93b1–94a5）、7. アティヨーガ（241b6–243a2. ˇ¥kå 94a5–98a2）、8. ヨーガのみを結ぶこと
（243a2–4. ˇ¥kå 98a2–b4）、9. アヌヨーガを結ぶこと（243a4–5. ˇ¥kå 98b4–99a1）、10. サルヴァヨー































は異なる読みを示す（tshig gis kyang ni de bzhin ’gyur）。この d 句には「言葉によってもそのように
なる」と訳をつけたが、その意味は不明である。
梵文和訳『サマーヨーガ・タントラ』第２・３章 （51）
（理趣広経蔵訳 D488, 242b1–2, 242b4–243a1 およびサマーヨーガの対応偈）
de phyir ’bad pa thams cad kyis || phyag rgya rnal ’byor rjes grub byed ||
dka’ thub med cing nges pa med || bde ba dga’ bas bsgrub par 
bya ||
cd ≈ adu≈karair aniyamai˙ sukhair har≈aiß ca sidhyati ||
（Samåyoga 2.4cd）
（中略）
de la dam tshig thams cad kyi rnal ’byor rjes su sgrub pa de gang yin zhe 
na ||
dka’ thub nyes pa mi bzad pas || sdug bsngal ldan pas myur du bskam || 
sdug bsngal gyis ni sems g-yeng ’gyur || rnal ’byor la ni sbyor ba min || 
（平行偈なし）
de phyir ci ’dod la spyod pa || kun za de bzhin thams cad byed || 
ci ’dod bya ba la spyod pa || ci ’dod par ni spyod pa spyod || 
≈ tasmåd yathe≈†avyåpår¥ sarvabhuk sarvak˚t tathå  |
yathåkåmakriyåcår¥ yathårucitace≈†ita˙ || （Samåyoga 2.5） 
gang dang gang du ’chag pa dang || dgod pa ’am ni smra ba ’am ||  
gang yang de ru ji bzhin te || 
≈ utthito vå ni≈a∫∫o vå ca∆kraman vå yathåsthita˙  |
prahasan vå prajalpan vå yatra tatra yathå tathå ||
（Samåyoga 2.6） 
 dkyil ’khor du ni ma zhugs sam || sgrib pa rnams dang ldan pa ’am || 
rang gi lha yi rnal ’byor bdag | tshig gis kyang ni de bzhin ’gyur || 
≈ ama∫∂alapravi≈†o vå sarvåvara∫avån api |
svådhidaivatayogåtmå mandapu∫yo ’pi sidhyat || （Samåyoga  2.7） 
 de nyid rnal ’byor ’di yis ni || thams cad nyid ni bsgrub par bya ||
ngan spyod sdig pa thams cad kyis || rnam pa kun tu gnod mi ’gyur || 
≈ anena tattvayogena sådhayan sarvam eva hi |
（52）
durbhuktair du≈k˚tai˙ sarvai˙ sarvathå na pradu≈yati ||
（Samåyoga 2.8）
’dod pa chen po kun bdag nyid || dbang phyug dam pa ’grub par ’gyur ||























































9　これらの議論は、『秘密集会』第 7 章とも密接な関係がある。例えば S∑takamelåpaka 第 9 章は『理
趣広経』と『秘密集会』を一緒に引用し、さらに『サマーヨーガ』にもとづいた行（caryå）を説く

























11　lhag par sbyor ba は shin tu sbyor ba の間違いとして理解し、訂正した。蔵訳者が見た梵本には
atiyoga ではなく adhiyoga と誤記されていた可能性がある。
12　プラシャーンタミトラは、第 1 章がヨーガを、第 2 章がアヌヨーガを、第 3 章がアティヨーガを










正しい収斂（yang dag par bsdu ba）と正しい平等瑜伽（yang dag par kun tu 













13　『理趣広経』D488, 241a1–3: de nas mchog tu gsang ba’i rnal ’byor thams cad kyi cho ga rjes su 
bshad par bya’o zhes bya ba bcom ldan ’das rdo rje sems dpas gsungs so || de la thog ma kho nar re 
zhig don yod pa’i phyir ni rnal ’byor gyi skad kyi dbyings so || ’di yang brtson pa yin no zhes bya ba 
ni skad kyi dbyings kyi don to || gang gir (read: gis) brtson pa yin zhe na | smras pa rang gi lhag 
pa’i lha rjes su dran par sbyor bas na rnal ’byor ro || slar yang gzhan ni yang dag par bsdu ba dang 








い収斂」（yang dag par bsdu ba）とし、サルヴァヨーガを「正しい平等瑜伽」（yang 















ガである、と言われている」（D241a4: de la ci ltar thams cad kyi rnal ’byor yin zhe na | dam 

































16　 『理趣広経』D488, 243a5–7: de la ’di ltar brjod bya ste || de nyid chen po ’di grub ste || mchog tu 
mchog gi bdag nyid ni || shin tu mchog tu gsang ba ste || so so’i skye bo la brjod min || rdo rje slob 
dpon slob ma mchog || de nyid dad pa’i rjes ’brang la || thams cad rnal ’byor cho ga sbyor || gzhan 















































22: Indrabhūti, Jñånasiddhi, Chapter 15, Sarnath ed. 144, 6–19（cf. 高橋 1977: 12–13）、2.2–3ab, 2.4–8: 
Catura∆gårthåloka (D1676, 255a5–6, 254b7–255a3)、2.20ef–24: Ír¥vajrasattvaguhyårthadharavy∑ha 
(D1664, 133a1–3)。
20　2.1cd 句は本書のタイトルそのものであるが、その語義については伊集院ほか 2019: 70–72 を参照。
21　「一切遍入」（sarvåveßa）について、プラシャーンタミトラ注は以下のように説明する。「金剛薩
埵を自分自身として結合すれば（2.2a）とは、眼前にいらっしゃるかの御方（金剛薩埵）と不二になっ



























難行（du≈kara）である。行タントラだけに説かれた、葉や牛糞（lo ma dang lci ba）から生じた麦や、
乞食で得たものを食べることが、決まり事である」（D2512, 97a3–4）。行タントラにおける食事の決
































は、unmattavrata (unmattakavrata) との関わりを想起させる。Guhyasiddhi 6.18 など参照。
28　つまり灌頂を得ていなくても。
29　2.7 は『理趣広経』に平行偈があるが、d 句が異なる。つまり『サマーヨーガ』が mandapu∫yo 
’pi sidhyet と読むのに対して、『理趣広経』は tshig gis kyang ni de bzhin ’gyur と読む。またアーナ
ンダガルバの『理趣広経』注には、この偈に対する注釈はない。
30　 上記の遍入を指す。つまり tattvayoga とは、「真実（金剛薩埵）との瑜伽」を意味すると理解した。
あるいは苦行を離れた振る舞い方を指すか。
31　2.8 も『理趣広経』に平行偈がある。それに対するアーナンダガルバ注は以下の通り。「じつに全






























35　つまり、遍入を行った者を指す。2.14a 冒頭の yainaµ は、正規の梵語の連声では ya enaµ となる（ye
と enaµ の連声、ye は tai˙ に呼応する）。ここでは韻律の要請により double sandhi が許容されてい

















37　2.15b の cåsya と 2.15c の - pravi≈†o ’pi について、Jñånasiddhi は各々 våsya、pravi≈†åß ca と読む。
38　このように尊格と一体化した瑜伽者に親近する人々が、尊格に親近した人と同じ功徳を
得 ること に つ い て は、 例 え ば 以 下 の 様 な 用 例 が あ る（Somdev Vasudev 氏 の ご 教 示 に よ る ）。
Målin¥vijayottaratatra, Chap. 2 vv. 10–11「またそれら一切の真実を意味の通りに知る人、彼は、私（シ
ヴァ神）と等しいグルであり、マントラの威力を明らかにする者であると言われる。歓喜せる心を持つ
その人によって、見られ、語られ、触れられた人々は、七つの生にわたって為された諸罪からさえも解
脱する」（Vasudev 2004: 19: ya˙ puna˙ sarvatattvåni vetty etåni yathårthata˙ | sa gurur matsama˙ 
prokto mantrav¥ryaprakåßaka˙ || d˚≈†å˙ saµbhå≈itås tena sp˚≈†åß ca pr¥tacetaså | narå˙ påpai˙ 















どこでも、完全に、全く、あらゆる仕方で、いつでも（sarvatra sarvata˙ sarvaµ 












































ど こ で も、 完 全 に、 全 く、 い つ で も、 こ の 者 は（asau）、 一 切 仏 と の 結
合を通じたダーキニーの網からもたらされる最勝楽として（sarvabuddha-
samåyoga∂åkin¥jålaßaµvaram）成就する。
44　Jñånasiddhi は sarvabhogopabhogaiß 読む。プラシャーンタミトラ注は「その享受とは、彼（金
剛薩埵）としての自我意識による享受である」と釈する（D1663, 64b5）。

























Ånandagarbha, Paramådya†¥kå (D2512, 94b3–95a3, 3.7ab は欠）、3.15–21: Kukkuraråja, Sarvama∫∂alå- 
nusåre∫a Pañcavidhi (D1670, 171a5–b1)、3.16–21: Åryadeva, S∑takamelåpaka, Chapter 9 (Wedemeyer 
2007: 477,12–478,8)。
49　プラムディタヴァジュラ注は、3.2 以降の偈頌を、金剛薩埵以下のサマーヨーガの六族に当てはめ
て解釈する。すなわち、3.2 を金剛薩埵、3.3 を毘盧遮那、3.4 をヘールカ、3.5 を蓮華舞自在、3.6 を
金剛日、3.7 を最勝馬に配当する。
50　3.3–3.6 の各偈はほぼ同じ文言から構成される。各偈の d 句にある文言がそれぞれ、mudrå、























52　3.3 は Dh¥˙ 本に欠落しているが、Dh¥˙ 本が基づいた写本には存在する。3.3d の sarvamudrå-
mahåsukhå˙ については、3.4–3.6 を鑑みて複合語として理解した。なお 3.3cd 句は Pañcakrama 3.41cd
（Tomabechi 2006: 162）と対応し、こちらの文脈では sarvamudrå mahåsukhå˙ と分けて理解される
（Tomabechi 2006: 163）。






























58　sahacaryånucarå˙ は、古典文法で sahacaryo ’nucarå˙ に対応すると仮に理解した。sahacaryo が、
sahacar¥ の複数主格形で「行のパートナー」を意味する例は、S∑takamelåpaka (Wedemeyer 2007: 
469) や、Prad¥poddyotana (Chakravarti 1984: 26) などにみられる。Wedmeyer 2007: 116 によると、
sahacar¥ と anucar¥ はマハームドラーの成就法に出る二種の女性パートナーを指す。なお類似する表
現は Samåyoga 6.82 に見られる（ekasyaikacarå siddhå sahacaryånucåri∫¥ | sadå sevyå sutattvena 
buddhabodhir anuttarå ||）。
59　3.10c の訳の理解は古典文法から逸脱するが、内容および蔵訳に従った。ただし別訳として 3.10cd: 

















3.16  （cf. 2.22）
そして奉持されつつある、一切女尊の享楽をもって、意のままに（yathåsukham、
楽に応じて）、自身と本尊との瑜伽を通じて自分自身を供養せよ。
3.17  （≈ 2.23）
アヌヨーガにより［自身を］供養しつつ、また、サルヴァヨーガの安楽




62　-prahar≈ayå は女性名詞 prahar≈å の単数具格と理解した。
63　プラシャーンタミトラ注（D1663, 66a1）参照。
64　プラシャーンタミトラ注（D1663, 66a3）は「幻惑されとは、入ること」と釈する。
65　または「奉持させる」。sevayanti は写本の示す読み。3.16b: sevyamå∫ai˙ とも関連すると理解した。



















































70　3.23cd の -mahåsukhå˙ で終わる一句は、所有複合語ではなく、格限定複合語（男性形複数の名詞）
として理解した。3.17b などにある -sukhåni という中性名詞の語形とは齟齬するが、3.3d に出る男性
名詞としての -mahåsukhå˙ とは一致する。なお蔵訳は、-sukhotsavå˙ (3.22d) を中心的な名詞として






　3.22–23 は、以下に続く 3.24–25 および 3.26–27 とほぼ同文である。それらのごくわずかな差異を
挙げると、たとえば以下の点がある。22d: siddhi、24d: aißvarya、26d: yoga。これらは、3.3–6（こ
れらもほぼ同文の反復である）において順次登場する（mahåmudrå, yoga, siddhi, aißvarya）と対応
関係をもっていると思われる。
72　3.27 の -ßaµvarai˙ は、蔵訳によっても支持されるが、一方で、この偈が 3.23cd, 3.25cd と同じ構















・Dh¥˙ 本の読み  →  サント本の読み
・半偈ごとに異読を挙げる。但し連声の異読は原則として報告しない。
第 2 章
* サント本は第 20 偈を 6 パーダとしているため、Dh¥˙ 本とはそれ以降、半
偈分ずれている。
2.1–3  異読なし
2.4  ab: nåtra ’sauca  →  nåtra ßaucaµ
2.5  ab: yathe≈†avyåpår¥sarvatrakasarvaksaµ 
    →  yathe≈†avyåpår¥ sarvabhuk sarvak˚t
 cd: yathåbhuvi tathå  →  yathårucitace≈†ita˙
2.6  ab: yathå sthita˙  →  yathåsthita˙





   →  svådhidaivatayogåtmå mandapu∫yo ’pi
2.8 ab: sådhayet  →  sådhayan
2.9 ab: mudrå vidhånena apråpya  →  mudråvidhånena apråpyaµ
2.10 異読なし
2.11  ab: vajrasattvåtmasaµyoga-  →  vajrasattvåtmasaµyogo
2.12 異読なし
 * 本稿ではサント本を次のように変更する。
 anayå mudra∫åd（サント本）→ anayåmudra∫åd
2.13  cd: sarvabuddha  →  sarvabuddha˙
2.14 ab: yena  →  yainaµ （double sandhi）
 cd: d˚≈†åntai˙  →  d˚≈†ås tai˙
2.15 ab: darßana sparßanåbhyåµ  →  darßanasparßanåbhyåµ
 * 単純な誤記
 cd: ma∫∂ala apravi≈†o  →  ama∫∂alapravi≈†o
2.16  cd: pramucyante  →  vimucyante
2.17 ab: sarvabuddhasamåyogai˙  →  sarvayogasamåyogai˙
 cåsya  →  våsya
 cd: nåryåpi  →  nåryo ’pi
2.18 異読なし
2.19  ab: sarvåtmasaµsthitaß caivaµ  →  sarvåtmasaµsthitaµ cainaµ
 cd: sarvap∑jå mahå-  →  sarvap∑jåmahå- 
2.20  cd: saµvaram  →  ßaµvaram
 ef: ßr¥caturgu∫åm （Dh¥˙ 2.21ab） →  ßr¥ caturgu∫å
 * Dh¥˙ 本は 2.21ab とするため、これ以降、半偈分ずれる。
 * 本稿では 20ab についてサント本を次のように変更した。
 sarvåtmap∑jåyogaßr¥-（サント本）→　sarvåtmap∑jåyoga˙ ßr¥
2.21 異読なし
2.22  ab: sevamånai （Dh¥˙ 2.22cd）  →  sevamånair
 cd: svådhidevatayogena （Dh¥˙ 2.23ab）  →  svådhidaivatayogena
（74）
2.23 ab: p∑jayennanu yogena sarvayoga sukhåni （Dh¥˙ 2.23cd）  
    → p∑jayed anuyogena sarvayogasukhåni
 cd: samåsvådayamånaß ca svayam atiyogena （Dh¥˙ 2.24ab）  
   → samåsvådayamåna˙ svam atiyogena
2.24 ab: anenasarvabuddhå- （Dh¥˙ 2.24cd）  →  anena sarvabuddhå-
 cd: chr¥vajrasattvåyuyauvanårogyato （Dh¥˙ 2.25ab） 
   → chr¥vajrasattvåyuryauvanårogyasatsukham
2.25–27（章題）異読なし
第 3 章
* Dh¥˙ 本はサント本の第 3 偈を含まない。
* Dh¥˙ 本は第 16 偈以降、誤記により、偈番号に混乱がある。
* Dh¥˙ 本はサント本の第 22・23 偈を欠くが、Dh¥˙ 本が元にした写本（NGMPP 
B112-17）には、当該の二偈は含まれている。
3.1 異読なし
3.2  ab: svasamayasukham  →  svasamaya˙ sukham
3.3  * Dh¥˙ 本は当偈を含まないため、以下、一偈分ずれる。
3.4  cd: pratyantasiddhyante （Dh¥˙ 3.3cd）  →  pratyanusidhyante
3.5–6 異読なし
3.7  cd: paramå （Dh¥˙ 3.6cd）  →  paramå˙
 * 本稿では 7c についてサント本を次のように変更した。
 åkåßadhåtuparyantå（サント本）→ åkåßadhåtvaparyantå
3.8  cd: abhiyoga- （Dh¥˙ 3.7cd）  →  atiyoga-
3.9  ab: ekasyai caikacåri∫ya˙ sahacaryåntacarå˙priyå˙ （Dh¥˙ 3.8ab） 
   → ekasyaivaikacåri∫ya˙ sahacaryånucarå˙ priyå˙ 
 cd: -∂åkin¥paramojjvala˙ （Dh¥˙ 3.8cd）  →  -∂åkinya˙ paramojjvalå˙ 
3.10  cd: paramaßåßvata˙ （Dh¥˙ 3.9cd）  →  paramaßåßvatå˙
3.11 異読なし
梵文和訳『サマーヨーガ・タントラ』第２・３章 （75）
3.12  ab: anayå mudra∫åd eva vajrasattvådhidevata˙ （Dh¥˙ 3.11ab） 
   → anayåmudra∫åd eva vajrasattvådhidaivata˙
3.13  ab: sarvayogasukhotsavå˙ prasajyabala månavå˙ （Dh¥˙ 3.12ab） 
   → sarvayogasukhonmattå˙ prasahya balasånaghå˙
 cd: parasparaµ prahar≈ayå ramanti puru≈å pi te （Dh¥˙ 3.12cd）
   → parasparaprahar≈ayå ramanti puru≈åyitai˙
3.14  cd: sarvapūjå mahåmegha- （Dh¥˙ 3.13cd）  →  sarvapūjåmahåmegha-
3.15  ab: sarvayogasukhåtmakair （Dh¥˙ 3.14ab）  →  sarvayogasukhåsekair 
 cd: pramoditå˙ （Dh¥˙ 3.14cd）  →  pramohitå˙
3.16  ab: sarvadevy∑pabhogais （Dh¥˙ 3.15ab）  →  sarvadevyupabhogais
 * 単純な誤記
3.17  ab: antayogena （Dh¥˙ 3.16ab）  →  anuyogena
 cd: samåßvodayamånaß （Dh¥˙ 3.16cd）  →  samåsvådayamånaß
3.18  cd: chr¥vajrasattvåyuyauvanårogyasatsukham （Dh¥˙ 3.16cd） 
   → chr¥vajrasattvåyuryauvanårogyasatsukham
3.19–20　異読なし
3.21  ab: sauramyamå∫as tu påtyatyutpanat¥cchata˙ （Dh¥˙ 3.22cd）
   → saµramyamå∫aµs tu yåty ety utpatat¥cchata˙ 
3.22–23 　* Dh¥˙ 本には含まれない。
3.24  異読なし
3.25  ab: yena yånåsya （Dh¥˙ 3.24ab）  →  ye ’nayå nåsya
 cd: sarvabuddhasamåyogeßvaryamahåsukhå˙ （Dh¥˙ 3.24cd）
  → sarvabuddhasamåyogayogaißvaryasukhotsavå˙ 
3.26  cd: åkåßadhåtuparyantå˙ sarvaißvaryasukhotsavå˙ （Dh¥˙ 3.25cd）
   → åkåßadhåtvaparyantå˙ sarvayogasukhotsavå˙
3.27  ab: yena yånåsya （Dh¥˙ 3.26ab）  →  ye ’nayå nåsya
 cd: -saµvarai˙ （Dh¥˙ 3.26cd）  →  -ßaµvarai˙
3.28  異読なし
3.29  （章題） sarvadev¥samåyogasubhagaßr¥vajrasamayakalpas t˚t¥ya˙
（76）
  → sarvadev¥samåyogasubhagaßr¥samayakalpas t˚t¥ya˙






偈 D1659 D1660 D1663


































2.14 266b6–267a2 393b7–394a2 64a7–b1
2.15 267a2–6 394a2–3 64b1
2.16 267a6–b2 394a3–4 -
梵文和訳『サマーヨーガ・タントラ』第２・３章 （77）
2.17 267b2–5 394a4–6 64b1–2










（vv. 2.22–23） 2.23 394b3–4 64b7–65a1
2.24 269a3–7 394b4–5 65a1–3
2.25 269a7–b3 - -
偈 D1659 D1660 D1663
3.1 269b3–270a3 394b5–6 65a3–4










3.8 271b6–272a5 395a4–6 65a7–b3
3.9 272a5–b3 395a6–7 65b3–4
3.10 272b3–273a3 395a7–b1 65b4–5





3.14 273b3–7 395b7 66a1
3.15 273b7–274a4 395b7–396a2 66a1–3
（78）
3.16 274a4–b1 396a2–3 66a3
3.17 274b1–3 396a3–4 66a3–4
3.18 274b4–6 396a4 66a4












3.25 – – –
3.26 – – –

















































［論難］’dir kha cig na re ci’i phyir rgyud ’dir mgo la sdud par byed pas | ’di 
skad bdag gis thos pa zhes bya ba la sogs pa gleng gzhi ma （59a1） bstan 
zhes rgol bar byed pa la | 
［答 1］la la dag gis bshad pa | bcom ldan ’das yongs su mya ngan las ’das 
pa na | rigs kyi bu dag nga yongs su mya ngan las ’das nas | khyed rnams 
kyis dam pa’i chos rnams bsdu bar bya ste || thams cad kyi dang por 
’di （59a2） skad bdag gis thos pa’i dus gcig na zhes bya ba byos shig ces 
gsungs la | bcom ldan ’das ni mi gnas pa’i mya ngan las ’das pa’o zhes rab 
tu bstan pa’i phyir te | de bas na rtag tu bzhugs zhes bya ba’i rim pa ’di 
nyid kyis mngon no || 
［答 2］gzhan dag na re ’khor los （59a3） sgyur ba chen po mngon sum du 
ston par gyur pas （ → pa’i） rgyud shlo ka khri nyis stong sum brgya pa 
gsungs pa las stong nyis brgya pa ’di ni rgyud phyi ma yin te | de bas na 
der dang po rtsom pa na gleng gzhi grags zin pas ’dir yang ma smras so 







75　広本から抽出された略本を uttaratantra とする例として、Målin¥vijayottaratantra がある。
Vasudeva 2004 を参照。







のシュローカ（khri nyis stong sum rgya pa）で語られたタントラ（大本としての







Samåyoga 『 サ マ ー ヨ ー ガ・ タ ン ト ラ 』Sarvabuddhasamåyoga∂åkin¥jålasaµvara. 
（1） Ed. Central Institute of Higher Tibetan Studies, Dh¥˙: A Journal of Rare 
Buddhist Text 58, 2018, pp. 141–201. （Dh¥˙ 本と略す。Dh¥˙ 本の底本の梵文写
本 NGMPP B112/17 を併せて参照した。）（2） Ed. P.-D. Szántó, The Sarvabud
dhasamåyog∂åkin¥jålaßaµvara, forthcoming.（サント本と略す。サント本の底
本の梵文写本であるコレージュドフランスのインド学研究室図書館所蔵 IÉI SL 
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